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(57) Abstract: Provided is a ship specializing in conveying amphibious vehicles having a relatively simple configuration such that it 
is possible to launch the amphibious vehicles in an activity water area and preferably hoist up the same thereon, and ensure a larger 
space of a vehicle deck on which the amphibious vehicles are carried. Also provided is a conveyance method using the ship. In this 
conveyance method, amphibious vehicles (20) are launched into the water by being allowed to travel or slide down an inclined deck 
(6), which is provided on the stern (3) side of a vehicle deck (5) on which the amphibious vehicles (20) are carried, and which is in- 
clined downwardly from the rear end (5a) of the vehicle deck (5) to the stern end (3a). 


(57) 要約 : TEE. (20) を 搭載 する 車両 甲板 (5) の 船尾 (3) 側 に 設け た 、 車 両 甲 板 (5) Dim 


人 (20) を 傾 


斜 甲板 (6 ) を 下 ら せる よう に 走行 ある い は 清 走 させ て 水上 に 発進 させ る 。 こ れ に より 、 比 較 的 単純 な 構 
で あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 を 活動 水域 に お いて 発進 、 好 まし く は 揚 収 する こ と が で きま か つ 、 水 陸 両 用 
車 を 搭載 する 車両 甲板 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 、 水 時 両用 車 を 搬送 する の に 特 化 し た 般 

舶 、 お よび 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 と な る 。 
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明 細 書 
発明 の 名 称 : 船舶 、 船 舶 を 使用 し た 搬送 方 法 
技術 分 野 
本 発明 は 、 船 舶 お よび 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 に 関し 、 よ り 詳 細 に は 、 比 


較 的 単純 な 構成 で あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 を 活動 水域 に お いて 発進 、 好 まし 
く は 揚 収 す る こと が で き 、 か つ 、 水 陸 両 用 車 を 塔 載 する 車両 甲板 の スペ ー ス 
を 大 きく 確保 する こと が で きる 水陸 両用 車 を 搬送 する の に 特 化し た 船舶 お よ 
び 船 舶 を 使用 し た 搬送 方 法 に 関す る 。 

背景 技术 

例え ば 、 日 本 出願 の 特 開 2014 一 108689 号 公報 に 記載 され て いる 
よう に 、 水 上 お よび 陸上 を 走行 可能 な 車両 と し て 、 陸 上 走行 用 の タイ ヤ や 履 
帯 (無限 軌道 、 ク ロー ラ ) と 、 水 上 走行 用 の 水上 推進 装置 (スク リュ ー プ ロ 
ペラ お よび ウォ ー タ ー ジ ェ ッ ト 等 ) と を 備え た 水陸 両用 車 が 知ら れ て いる 。 
水陸 両用 車 は 、 軍 事 用 車両 の 他 、 水 難 救助 車 や 災害 対策 車両 と し て 利用 され 
て いる 。 

従来 で は 、 水 陸 両 用 車 を 岸 (浅瀬 等 ) か ら 自 走 で 水上 に 発進 させ 、 水 陸 両 
用 車 が 水上 を 自 走 し て 活動 水域 まで 移動 させ て いる 。 し か し な が ら 、 水 陸 両 
用 車 は 水上 移動 に 特 化し た 構造 で は な いた め 、 水 上 に お ける 移動 速度 は 船舶 
に 比べ て 遅く 、 水 上 移動 時 の 揺 動 も 大 きい 。 そ の た め 、 活 動 水域 が 岸 か ら 遠 
い 場 合 に は 、 水 上 移動 に 多く の 時 間 を 要する 。 ま た 、 水 陸 両 用 車 の 乗員 は 挿 
動 の 大 き な 車 内 で 長 時 間 滞 在 す る こと に な る た め 、 船 酔い する と いう 問題 も 
ある 。 そ の た め 、 水 陸 両 用 車 を 活動 水域 と 岸 と の 間 を 短 時 間 で 移動 させ る こ 
と が で きる 方 法 が 望ま れ て いる 。 

先行 技術 文献 

特許 文献 

特許 文献 1 : 日 本 出願 の 特 開 2014 一 108689 号 公報 

発明 の 概要 
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発明 が 解決 し よう と する 課題 

そこ で 、 本 発明 者 は 、 船 舶 に 水陸 両用 車 を 搭載 し 、 船 舶 に よっ て 水陸 両用 
車 の 岸 と 活動 水域 と の 間 の 搬送 を 行なう 方 法 で あれ ば 、 水 上 移動 に 要する 時 
間 を 大 幅 に 短縮 する こと が で き 、 ま た 、 船 舶 に よる 搬送 中 に は 、 水 陸 両 用 車 
の 乗員 は 船内 に 待機 で きる の で 、 乗 員 が 船 酔い する 可能 性 を 低減 で きる と の 
知見 を 得 た 。 た だ し 、 こ の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 で は 、 活 動 水域 に お いて 
水陸 両用 車 を 船舶 の 車両 甲板 か ら 水 上 へ 発進 、 好 まし く は 、 水 上 か ら 船 舶 の 
車両 甲板 に 揚 収 す る 必要 が あり 、 そ の 工夫 が 必要 で ある と の 知見 も 得 た 。 

本 発明 は 、 上 記 の 状況 を 鑑み て な され た も の で あり 、 比 較 的 単純 な 構成 で 
あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 を 活動 水域 に お いて 発進 、 好 まし く は 揚 収 す る こと 
が で き 、 か つ 、 水 陸 両 用 車 を 塔 載 す る 車両 甲板 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する 
こと が で きる 船舶 お よび 船舶 を 使用 し た 撮 送 方 法 を 提供 する こと に ある 。 
課題 を 解決 する た め の 手 段 

上 記 の よう な 目的 を 達成 する た め の 本 発明 の 船舶 は 、 水 陸 両 用 車 を 活動 水 
域 へ 搬送 する 船舶 で あっ て 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 塔 載 す る 車両 甲板 と 、 船 幅 方 
向 に 関し て は 一 部 又は 全部 と な る 、 前 記 車 両 甲板 の 後 端 部 か ら 船 尾 端 部 に か 
け て 下方 に 傾斜 する 傾斜 甲板 と を 備え て いる こと を 特徴 と する 。 

この 構成 に よれ ば 、 比 較 的 単純 な 構成 で あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 を 車両 甲 
板 か ら 水 上 へ 発進 させ る こと が 可能 に な る 。 また 、 水 陸 両 用 車 を 傾斜 甲板 を 
下 ら せ る よう に 走行 ある い は 滑走 させ て 水陸 両用 車 を 水上 に 発進 させ る こと 
で 、 水 陸 両 用 車 を 水上 に 迅速 に 発進 する こと が 可能 と な る 。 Chih, BAO 
水陸 両用 車 を 短 時 間 で 発進 させ る 場合 に は 、 特 に 有用 で ある 。 ま た 、 船首 側 
か ら 車 両 甲 板 に 打ち 込ん で きた 海水 を 後部 の 傾斜 甲 板 か ら 排出 する こと が で 
きる よう に な る の で 海水 の 水はけ が 非常 に よく な る 。 

な お 、 こ の 水陸 両用 車 を 車両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ る 方 法 と し て は 、 例 
えば 、 図 8 に 示す よう に 、 車 両 甲板 の 後 端 部 に ラン プ ウ ェ イ を 設け 、 こ の ラ 
ンプ ウェ イ を 水中 へ 向かっ て 下方 傾斜 させ る よう に 延 在 配置 し て 、 水 陸 両 用 
車 を 車両 甲板 か ら ラ ンプ ウェ イ を 走行 ある い は 滑走 させ て 水上 に 発進 させ る 
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方 法 が 考え られ る 。 

し か し な が ら 、 一 般 的 な 船舶 で は 、 車 両 甲板 の 後 端 部 の 水面 か ら の 高 さ ( 
乾 航 ) は 高い の で 、 ラ ンプ ウェ イ の 先端 部 の 高 さ 位置 を 水陸 両用 車 が 水上 に 
発進 可能 な 高 さ に する た め に は 、 長 い ラ ンプ ウェ イ を 設け る 必要 が ある 。 さ 
ら に 、 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 車 両 甲 板 に 揚 収 す る 場合 に は 、 ラ ンプ ウェ イ の 
先端 部 の 高 さ 位置 を さら に 低く する 必要 が ある た め 、 さ ら に 長い ラン プ ウ ェ 
イ を 設け る 必要 が ある 。 

そし て 、 ラ ンプ ウェ イ を 水中 に 架け 渡す 場合 に は 、 ラ ンプ ウェ イ の 先端 部 
が 支持 され ず に 片 持ち 梁 の よう な 状態 に な る の で 、 ラ ンプ ウェ イ が 長く な る 
と ラン プ ウ ェ イ と 船体 と の 接合 部 (ラン プ ヒ ンジ 部 ) に か か る 負荷 が 非常 に 
大 きく な る 。 また 、 水 陸 両 用 車 の 重量 は 、 例 えば 、20~30 tt 程度 と 非常 
に 大 きい の で 、 水 陸 両 用 車 の 重量 に 耐え 得る 長い ラン プ ウ ェ イ を 設け る こと 
は 困難 で ある 。 ま た 可能 だ と し て も 、 ラ ンプ ウェ イ を 支持 する 大 き な 付 帯 設 
備 が 必要 に な る 。 

また 、 別 の 水陸 両用 車 を 車両 甲板 か ら 水上 に 発進 させ る 方 法 と し て は 、 他 
に も 例え ば 、 船 舶 を 対象 と し た ドッ ク 方 式 の 降下 揚 収 方 法 を 水陸 両用 車 に 応 
用 する 方 法 が 考え られ る 。 具体 的 に は 、 例 えば 、 図 9 の よう に 、 車両 甲板 の 
船尾 側 に ドッ ク 甲 板 を 設け 、 水 陸 両 用 車 を 車両 甲板 か ら ド ッ ク 甲 板 に 移動 さ 
せ 、 ド ッ ク 甲 板 を 浸水 させ て 、 水 陸 両 用 車 を 水上 へ 発進 させ る 方 法 が 考え ら 
れる 。 しかしながら 、 こ の 場合 に は 、 ド ッ ク 甲 板 の ス ペー ス と 車両 甲板 か ら 
ドッ ク 甲 板 ま で を 上 繋ぐ 走路 の スペ ー ス を 確保 する 必要 が ある た め 、 水 陸 両 用 
車 を 塔 載 する 車両 甲板 の スペ ー ス が 狭く な る 。 

本 発明 は 、 こ れ ら の 水陸 両用 車 を 車両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ る 方 法 に 比 
べ れ ば 、 車 両 甲 板 の 船 尾 側 に ドッ ク 甲 板 を 設け る 場合 に 要する スペ ー ス に 比 

て 、 傾 斜 甲板 が 要する スペ ー ス は 非常 に 小さ い の で 、 水 陸 両 用 車 を 塔 載 す 
る 車両 甲板 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 

上 記 の 船舶 に お いて 、 前 記 傾 斜 甲板 の 後 端 部 に ラン プ ウ ェ イ を 備え た 構成 
に する と 、 ラ ンプ ウェ イ を 水中 まで 延 在 する よう に 配置 する こと で 、 水 陸 両 
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用 車 を 水上 か ら ラ ンプ ウェ イ お よび 傾斜 甲板 を 上 ら せ る よう に し て 車両 甲板 
に 揚 収 する こと が で きる 。 ま た 、 水 陸 両 用 車 を 発進 させ る と き に お いて は 、 
傾斜 甲板 の 後 端 部 の ラン プ ウ ェ イ を 水中 まで 延 在 する よう に 配置 する こと で 
、 水 陸 両 用 車 が 水上 に 浮か ぶ 十 前 まで ラン プ ウ ェ イ 上 を 走行 ある い は 滑走 す 
る こと が で きる の で 、 水 陸 両 用 車 が 水上 に 進入 する 際 に 生じ る 振動 や 衝撃 を 
低減 する こと が で き 、 よ り ス ムー ズ に 水陸 両用 車 を 発進 させ る こと が 可能 に 
な る 。 な お 、 上 記 の 船舶 で は 、 傾 斜 甲板 を 備え る こと で 傾斜 甲板 の 後 端 部 の 
水面 か ら の 高 さ を 低く で きる の で 、 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 車 両 甲 板 に 揚 収 す 
る こと が 可能 な 構成 に する 場合 に お いて も 、 傾 斜 甲板 の 後 端 部 に 設け る ラン 
プ ウ ェ イ は 短い も の で 構わ な い 。 つ まり 、 短 い ラ ンプ ウェ イ で 構成 で きる の 
で 、 水 陸 両 用 車 の 重量 に も 十分 耐え 得る 。 

上 記 の 船舶 に お いて 、 船 首 側 に ラン プ ウ ェ イ を 備え た 構成 に する と 、 他 の 

荷役 設備 を 使用 する こと な く 、 船 舶 の み で 水陸 両用 車 を 岸 と 車両 甲板 と の 間 
を 移動 させ る こと が 可能 に な る の で 、 水 陸 両 用 車 の 岸 と 活動 水域 と の 間 の 搬 

行なう 船舶 と し て 非常 に 汎用 性 が 高く な る 。 

上 記 の 船舶 に お いて 、 前 記 車 両 甲 板 に 対す る 前 記 傾 斜 甲板 の 傾斜 角度 が 、 
1 0 度 以 上 で 、 か つ 、 2 0 度 以下 に 固定 され て いる 構成 に する と 、 傾 斜 甲板 
の 傾斜 角度 が 水陸 両用 車 が 傾斜 甲板 を 自 走 で 上 る こと が で きる 範囲 、 即 ち 、 
水陸 両用 車 を 自 走 で 揚 収 で きる 範囲 で あり な が ら 、 で きる だ け 傾 斜 角 度 を 大 
きく で きる の で 、 車 両 甲板 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 

言い 換え る と 、 傾 斜 角度 が 、 2 0 度 よ り 大 きい と 、 水 陸 両 用 車 が 傾斜 甲板 
を 自 走 で 上 る こと が 難し く な る の で 、 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 車 両 甲 板 に 揚 収 
する に は 、 ウ イン チ 等 の 設備 が 必要 に な る 。 一 方 、 傾 斜 角度 が 、 1 0 度 よ り 
小さ いと 、 傾 斜 甲板 の 船尾 端 部 の 水面 か ら の 高 さ を 低く する た め に 必要 な 傾 
斜 甲板 の 長 さ が 長く な る の で 、 車 両 甲板 の スペ ー ス を 確保 する の に 不利 に な 
る 。 

上 記 の 船舶 に お いて 、 前 記 車 両 甲板 に 対す る 前 記 傾 斜 甲板 の 傾斜 角度 を 変 

可能 な 傾動 機構 を 備え て お り 、 こ の 傾動 機構 に よっ て 前 記 車 両 甲板 に 対す 
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[0019] 


[0020] 


[0021] 


[0022] 


る 前 記 傾斜 甲板 の 傾斜 角度 が 0 度 以 上 で あり 、 か つ 、 4 O 度 以下 の 範囲 で 変 
化す る 構成 に する と 、 水 陸 両 用 車 を 発進 お よび また は 揚 収 する と き に の み 
、 車 両 甲 板 に 対し て 傾斜 甲板 を 下方 に 傾斜 さ せ 、 そ れ 以 外 の と き に は 、 傾 斜 
甲板 の 車両 甲板 に 対す る 傾斜 角度 を 0 度 に し て 傾斜 甲板 を 車両 甲板 と 平行 に 
する こと で 、 傾 斜 甲板 に も 水陸 両用 車 を 塔 載 す る こと が 可能 に な る 。 つ まり 
、 傾 斜 甲板 を 車両 甲板 の 一 部 と し て 有効 に 活用 する こと で 、 水 陸 両 用 車 の 搭 
載 台数 を 増やす こと が で きる 。 

上 記 の よう な 目的 を 達成 する た め の 本 発明 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 は 、 
水陸 両用 車 を 活動 水域 へ 搬送 する 搬送 方 法 で あっ て 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 塔 載 
する 車両 甲板 の 船尾 側 に 設け た 、 前 記 車 両 甲板 の 後 端 部 か ら 船 尾 端 部 に か け 
て 下方 に 傾斜 する 傾斜 甲 板 か ら 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 水上 に 下 ら せ て 発進 させ 
る こと を 特徴 と する 。 

この 方 法 に よれ ば 、 船 舶 で 水陸 両用 車 を 搬送 する こと で 、 水 陸 両 用 車 を 活 
動 水域 と 岸 と の 間 を 短 時 間 で 移動 させ る こと が で きる 。 さ ら に 、 比 較 的 単純 
な 構成 で あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 を 車両 甲板 か ら 水 上 へ 発進 させ る こと が 可 
に な る 。 また 、 水 陸 両 用 車 を 傾斜 甲板 を 下 ら せ る よう に 走行 ある い は 滑走 
させ て 水陸 両用 車 を 水上 に 進入 させ る こと で 、 水 陸 両 用 車 を 水上 に 迅速 に 発 
進 す る こと が 可能 に な る 。 それ 故 、 複 数 の 水陸 両用 車 を 短 時 間 で 発進 させ る 
場合 に は 、 特 に 有効 で ある 。 

さら に 、 車 両 甲板 の 船尾 側 に ドッ ク 甲 板 を 設け る 場合 に 要する スペ ー ス に 
比 し て 、 傾 斜 甲板 が 要する スペ ー ス は 非常 に 小さ い の で 、 水 陸 両 用 車 を 塔 載 
する 車両 甲板 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 

上 記 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 に お いて 、 前 記 傾 斜 甲板 の 後 端 部 に 前 記 傾 
斜 甲板 に 接続 する ラン プ ウ ェ イ を 設け 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 車 両 甲板 か ら 
水上 に 発進 させ る と き に は 、 前 記 ラ ンプ ウェ イ を 水中 まで 延 在 す る よう に 配 
置 し 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 傾斜 甲板 と 前 記 ラ ンプ ウェ イ を 下 ら せ て 水上 に 
発進 させ 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 前 記 車 両 甲 板 に 揚 収 する と き に は 、 前 
記 船 尾 ラ ンプ ウェ イ を 水中 まで 延 在 す る よう に 配置 し 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 前 
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[0025] 


[0026] 


記 ラ ンプ ウェ イ と 前 記 傾 斜 甲板 を 上 ら せ て 前 記 車 両 甲板 に 揚 収 す る と 、 次 の 
よう な 効果 を 発揮 で きる 。 

この 方 法 に よれ ば 、 活 動 水域 に お いて 水陸 両用 車 を 船舶 に 揚 収 し 、 水 陸 両 
用 車 を 活動 水域 か ら 岸 に 搬送 する こと も 可能 と な る 。 また 、 水 陸 両 用 車 を 発 
進 さ せる と き に お いて は 、 水 陸 両 用 車 は 水上 に 浮か ぶ 寸 前 まで ラン プ ウ ェ イ 
上 を 走行 ある い は 滑走 する こと が で きる の で 、 水 陸 両 用 車 が 水上 に 進入 する 
際 に 生じ る 振動 や 衝撃 を 低減 で き 、 よ り ス ムー ズ に 水陸 両用 車 を 発進 させ る 
こと が 可能 に な る 。 

な お 、 上 記 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 で は 、 傾 斜 甲板 を 設け る こと で 傾斜 
甲板 の 後 端 部 の 水面 か ら の 高 さ を 低く で きる の で 、 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 車 
両 甲 板 に 揚 収 す る こと が 可能 な 構成 に する 場合 に お いて も 、 傾 斜 甲板 の 後 端 
部 に 設け る ラン プ ウ ェ イ は 短い も の で 構わ な い 。 つ まり 、 短 い ラ ンプ ウェ イ 
で 構成 で きる の で 、 水 陸 両 用 車 の 重量 に も 十分 耐え 得る 

上 記 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 に お いて 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 岸 か ら 前 記 車 
両 甲板 に 収容 する と き お よび また は 前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 車 両 甲 板 か ら 岸 
に 揚陸 する と き に 、 船 首 側 に 設け た 船首 ラン プ ウ ェ イ を 岸 に 渡し て 前 記 水 陸 
両用 車 を 移動 させ る と 、 他 の 荷役 設備 を 使用 する こと な く 、 船 舶 の み で 水陸 
両用 車 を 岸 と 車両 甲板 と の 間 を 移動 させ る こと が 可能 に な る の で 、 水 陸 両 用 
車 の 岸 と 活動 水域 と の 間 の 搬送 を 行なう 船舶 と し て 非常 に 汎用 性 が 高く な る 

上 記 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 に お いて 、 前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 車 両 甲板 
か ら 水 上 に 発進 させ る と き お よび また は 前 記 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 前 記 車 
両 甲 板 に 揚 収 す る と き に 、 前 記 船 舶 の バラ スト 水 の 水 量 を 増加 させ る こと に 
より 、 前 記 船 舶 の 喫水 を 深く する と 、 傾 斜 甲板 の 後 端 部 の 水面 か ら の 高 さ を 
さら に 低く する こと が で きる の で 、 水 陸 両 用 車 を より スム ー ズ に 発進 お よび 
また は 揚 収 す る こと が で きる 。 ま た 、 傾斜 甲 板 の 後 端 部 に ラン プ ウ ェ イ を 
設け る 場合 に は 、 ラ ンプ ウェ イ の 長 さ を より 短く する こと が で きる 。 


発明 の 効果 
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本 発明 の 船舶 お よび 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 に よれ ば 、 船 舶 で 水陸 両用 車 
を 搬送 する こと で 、 水 陸 両 用 車 を 活動 水域 と 岸 と の 間 を 短 時 間 で 移動 させ る 
こと が で きる 。 さ ら に 、 車 両 甲板 の 後 端 部 か ら 船 尾 端 部 に か け て 下方 に 傾斜 
する 傾斜 甲板 を 設け る と いう 比較 的 簡単 な 構成 で あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 を 
車両 申 板 か ら 水 上 へ 発進 させ る こと が 可能 に な る 。 また 、 水 陸 両 用 車 を 傾斜 
甲板 を 下 ら せ る よう に 走行 ある い は 滑走 させ て 水陸 両用 車 を 水上 に 進入 させ 
る こと で 、 水 陸 両 用 車 を 水上 に 迅速 に 発進 させ る こと が で きる 。 

さら に 、 車 両 甲板 の 船尾 側 に ドッ ク 甲 板 を 設け る 場合 に 要する スペ ー ス に 
比 し て 、 傾 斜 甲板 が 要する スペ ー ス は 非常 に 小さ い の で 、 水 陸 両 用 車 を 塔 載 
する 車両 甲板 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 
図面 の 簡単 な 説明 
[ 図 1] 図 1 は 、 本 発明 に 係る 第 1 の 実施 の 形態 の 船舶 の 水陸 両用 車 を 岸 か ら 車 
両 甲 板 に 移動 させ て いる 状況 を 模式 的 に 示す 説明 図 で あり 、 (а) は 側 断面 
図 で あり 、 (b) は 平面 図 で ある 。 

[ 図 2] 図 2 は 、 図 1 の 船舶 の 水陸 両用 車 を 車両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ て いる 
状況 を 模式 的 に 示す 説明 図 で あり 、 (а) は 側 断 面 図 で あり 、 (b) は 平面 
図 で ある 。 

[ 図 3] 図 3 は 、 図 2 の (а) の 船尾 付近 の 拡大 図 で ある 。 

[加 4] 圆 4 は 、 本 発明 に 係る 第 2 の 実施 の 形態 の 船舶 の 水陸 両用 車 を 車両 甲板 
か ら 水 上 に 発進 させ て いる 状況 を 側 断面 視 で 模式 的 に 示す 説明 図 で ある 。 

[ 図 5] 図 5 は 、 本 発明 に 係る 第 3 の 実施 の 形態 の 船舶 の 水陸 両用 車 を 水上 か ら 
車両 甲板 に 揚 収 し て いる 状況 を 模式 的 に 示す 船尾 付近 の 拡大 図 で ある 。 

[ 図 6] 図 6 は 、 本 発明 に 係る 第 4 の 実施 の 形態 の 船舶 の 水陸 両用 車 を 岸 か ら 車 
両 甲 板 に 移動 させ て いる 状況 を 模式 的 に 示す 説明 図 で ある 。 

[ 図 7] 図 7 は 、 図 6 の 船舶 の 水陸 両用 車 を 車両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ て いる 
状況 を 模式 的 に 示す 説明 図 で ある 。 

[ 図 8] 図 8 は 、 図 6 の 船舶 の 船尾 付近 を 拡大 し て 模式 的 に 示す 説明 図 で あり 、 

(a) は 船舶 に よる 搬送 中 の 状況 を 示す 側面 図 で あり 、 (b) は 水陸 両用 車 
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を 車両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ て いる 状況 を 示す 側面 図 で ある 。 

[ 図 9] 図 9 は 、 車 両 甲板 の 後 端 部 に ラン プ ウ ェ イ を 設け た 船舶 を 側面 視 で 模式 
的 に 示す 説明 図 で ある 。 

[ 図 19] 図 1 0 は 、 車 両 甲 板 の 船尾 側 に ドッ ク 甲 板 を 設け た 船舶 を 側面 視 で 模 
式 的 に 示す 説明 図 で ある 。 

発明 を 実施 する た め の 形 態 

[0030] 以下 、 本 発明 に 係る 実施 の 形態 の 船舶 お よび 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 を 図 
面 を 参照 し な が ら 説 明 す る 。 

[0031] 本 発明 に 係る 実施 の 形態 の 船舶 は 、 水 陸 両 用 車 を 搬送 する の に 特 化 し た 船 
舶 で ある 。 この 水陸 両用 車 と は 、 水 上 お よび 陸上 を 走行 可能 な 車両 の こと を 
いう 。 具体 的 に は 、 例 えば 、 陸 上 走行 用 の タイ ヤ や 履帯 (無限 軌道 、 ク ロー 
ラ ) と 、 水 上 走行 用 の 水上 推進 装置 (スク リュ ー プ ロペ ラ や ウォ ー タ ー ジ ェ 
vy RE) と を 備え た 軍事 用 車両 や 水難 救助 車 、 災 害 対策 車両 等 で ある 。 

[0032] 図 1 一 図 3 に 示す よう に 、 本 発明 に 係る 第 1 の 実施 の 形態 の 船舶 1 は 、 水 
陸 両 用 車 2 0 を 塔 載 する 車両 甲板 5 と 、 車 両 甲板 5 の 後 端 部 5 a か ら 船尾 端 
部 3 a に か け て 下方 に 傾斜 する 傾斜 甲板 6 と を 備え て いる 。 こ の 実施 の 形態 
で は 、 車 両 甲板 5 と 傾斜 甲板 6 と に よっ て 船舶 1 の 上 甲板 4 が 形成 され て お 
り 、 車 両 甲 板 5 と 傾斜 甲板 6 は 船体 に 対し て 固定 され て いる 。 即ち 、 車 両 甲 
板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 の は 固定 され て いる 。 

[0033] ЕТО (b) に 示す よう に 、 こ の 実施 の 形態 の 傾斜 甲板 6 は 船体 幅 方 向 中 
央 に 設け られ て お り 、 傾 斜 甲板 6 の 通路 幅 W は 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 1 台 通 行 
可能 な 通路 幅 W に 、 具 体 的 に は 3 mー5m に 設定 され て いる 。 な お 、 こ の 実 
施 の 形態 で は 、 船 幅 方 向 に 関し て 船 幅 の 一 部 が 傾斜 甲板 6 で 構成 され て いる 
が 、 船 舶 1 の 船 幅 全 部 を 傾斜 甲板 6 で 構成 し て も よい 。 ま た 、 船 幅 方 向 に 関 
し て 複数 の 傾斜 甲板 6 を 設け て も よい 。 

[0034] 図 3 に 示す よう に 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 は 、0 
度 よ り 大 きく 、 か つ 、 4 0 度 以 下 、 好 まし く は 、 0 度 よ り 大 きく 、 か つ 、2 
0 度 以下 、 よ り 好 まし く は 、 1 0O 度 以上 で 、 か つ 、 2 0 度 以 下 に する と よい 
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[0036] 


[0037] 


[0038] 


[0039] 


車両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 を 0 度 よ り 大 きく 、 か つ 、 
4 0 度 以下 に すれ ば 、 傾 斜 角度 9 1 が 水陸 両用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 を 安定 し 
た 状態 で 下る こと が で きる 範囲 に する こと が で きる 。 

さら に 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 の 9 1 を 0 度 よ り 大 きく 
、 か つ 、 2 0 度 以下 に すれ ば 、 傾 斜 角度 の 9 1 が 水陸 両用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 
を 水上 に 進入 する 際 の 衝撃 や 振動 を より 小さ くす る こと が で きる 範囲 に する 
こと が で きる 。 

さら に 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 を 1 0 度 以上 で 、 
か つ 、2 0 度 以下 に すれ ば 、 傾 斜 角 度 の 9 1 が 水陸 両用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 を 
水上 に 進入 する 際 の 衝撃 や 振動 を より 小さ くす る こと が で きる 範囲 で あり な 
が ら 、 で きる だ け 傾 斜 角度 を 大 きく で きる の で 、 車 両 甲板 5 の スペ ー ス を 大 
きく 確保 する こと が で きる 。 

言い 換え る と 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 滑走 し た 状態 で 安定 し た 状態 で 下る こと 
が で きる 傾斜 角度 の 最大 値 は 4 0 度 程度 で あり 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 走行 し て 
より 安定 し た 状態 で 下る こと が で きる 傾斜 角度 の 最大 角度 は 2 0 度 程度 で あ 
る 。 つ まり 、 傾 斜 角度 の 6 1 が 4 0 度 よ り 大 きい と 傾斜 が きつ く な りす ぎる た 
め 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 を 安定 し た 状態 で 下る こと が 難し く な る 。 
また 、 傾 斜 角度 9 1 が 4 0 度 以 下 で あっ て も 、 傾 斜 角度 9 1 が 20 度 より 大 
きい と 水陸 両用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 を 安定 し た 状態 で 下る こと は で きる が 、 
水陸 両用 車 2 0 が 滑走 し た 状態 に な る の で 水陸 両用 車 2 0 の 水上 へ の 進入 速 
度 を 制御 する こと は 難し く な る 。 それ 故 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 水上 に 進入 する 
際 に 生じ る 衝撃 や 振動 は ある 程度 大 きく な る 。 一 方 、 傾 斜 角度 9 1 が 、 1 0 
度 よ り 小 さい と 、 傾 斜 甲板 6 の 船尾 端 部 6 a の 水面 か ら の 高 さ H を 低く する 
た め に 必要 な 傾斜 甲板 6 の 船長 方 向 の 水平 距離 [ 1 ( 図 1 及び 図 2 を 参照 ) 
が 長く な る の で 、 車 両 甲板 5 の スペ ー ス を 確保 する の に 不利 に な る 。 
傾斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a (船尾 端 部 3 a) の 計画 満載 喫水 線 DWL か ら の 
高 さ H (EHE) は 、 0 m 以 上 で 、 か つ 、 1 m 以 下 、 好 まし く は 、0. 3m 以 
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ET, AD, 0. 6m 以 下 に する と よい 。 

傾斜 甲板 6 の 後 端 部 6 а の 計画 満載 喫水 線 DWL か ら の 高 さ H を Om 以上 
で 、 か つ 、 1 m 以 下 に する と 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 か ら 水 上 に 安全 
に 発進 で きる 範囲 で あり な が ら 、 で きる だ け 傾 斜 甲板 6 の 水平 距離 L 1 を 短 
く で きる の で 、 車 両 甲板 5 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 

さら に 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a の 計画 満載 喫水 線 DWL から の 高 さ 日 を 
О. 2 m 以 上 で 、 か つ 、 0. 6 m 以 下 に する と 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 傾斜 甲板 
6 か ら 水 上 に 進入 する 際 の 衝撃 や 振動 を より 少な く で きる 範囲 で あり な が ら 
、 よ り 傾 斜 甲板 6 の 水平 距離 L 1 を 短く で きる の で 、 車 両 甲板 5 の スペ ー ス 
を 大 きく 確保 する の に より 有利 に な る 。 

傾斜 甲板 6 の 船長 方 向 の 水平 距離 L 1 は 、 例 えば 、 船 舶 1 の 垂 線 間 長 さ L 
Pp p の 3% 以 上 で 、 か つ 、3 09% 以 下 の 距 離 に する と よい 。 あ る い は 、 傾斜 
甲板 6 の 船長 方 向 の 水平 距離 L 1 は 、 例 えば 、 4 m 以 上 で 、 か つ 、 1 5m 以 
下 に する と よい 。 傾斜 甲板 6 の 船長 方 向 の 水平 距離 L 1 を これ ら の 値 に する 
と 、 傾 斜 甲板 6 に 対し て 車両 甲板 5 の スペ ー ス を 十分 に 確保 し つつ 、 水 陸 両 
用 车 2 0 が 傾斜 甲板 6 を 安全 に 発進 で きる 範囲 と な る 。 

言い 換え る と 、 水 平 距離 L 1 が 垂 線 間 長 さ L pp の 3% よ り 短 い 場合 に は 
、 傾 斜 甲板 6 の 水平 距離 [ 1 を ある 程度 長く し て も 車両 甲板 5 の スペ ー ス を 
十分 に 確保 で きる の で 、 傾 斜 甲板 6 の 車両 甲板 5 に 対す る 傾斜 角度 9 1 を よ 
り 小 さく し て 水陸 両用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 を より 安全 に 発進 で きる 構成 に す 
る こと が 好ま し い 。 一 方 、 水 平 距 離 L 1 を 船舶 1 の 垂 線 間 長 さ Lpp の 30 
2% よ り 長 くす る と 、 傾 斜 甲板 6 が 占め る スペ ー ス の 割合 が 大 きく な る の で 、 
車両 甲板 5 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が 難し く な る 。 

図 3 に 示す 傾斜 甲板 6 の 長 さ L 2 は 、 搭 載 する 水陸 両用 車 2 0 の ホイ ー ル 
ベー ス (履帯 の 接地 長 さ ) より も 長く 設定 する と よい 。 傾斜 甲板 6 の 長 さ L 
2 を 、 搭 載 する 水陸 両用 車 2 0 の ホイ ー ル ベー ス よ り 長 くす る と 、 水 陸 両 用 
車 2 0 が 傾斜 甲板 6 を 下る 際 に 水陸 両用 車 2 0 の タイ ヤ や 履帯 の すべ て が 傾 
斜 甲板 6 に 接地 し た 状態 で 傾斜 甲板 6 を 下り 、 傾 斜 甲板 6 の 傾斜 角度 6 1 で 
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水上 に 進入 する こと が で きる 。 そ れ 故 、 水 陸 両 用 車 2 0 を より 安定 し た 状態 
で 発進 させ る こと が 可能 に な る 。 

具体 的 に は 、 多 く の 水 陸 両 用 車 2 0 の ホイ ー ル ベー ス は 4 mー8m 程 度 で 
ある の で 傾斜 甲板 6 の 長 さ L 2 は 4 m 以 上 で 、 か つ 、 1 5 m 以 下 に する と よ 
い 。 傾斜 甲板 6 の 長 さ L 2 を 4 m 以 上 の 長 さ に すれ ば 、 水 陸 両 用 車 2 0 の ホ 
イー ル ベ ー ス が 4 m よ り 長 い 場 合 に も 水陸 両用 車 2 0 は ある 程度 安定 し た 状 
態 で 傾斜 甲板 6 を 下る こと が 可能 性 に な る 。 な お 、 傾 斜 甲板 6 の 長 さ L 2 を 
15m よ り 長 くす る と 傾斜 甲板 6 の 長 さ が 必要 以上 に 長く な る の で 、 車 両 甲 
板 5 の スペ ー ス を 確保 する の に 不利 に な る 。 

船舶 1 は 、 さ ら に 、 有 船首 2 側 に 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 を 備え て いる 。 船首 ラ 
ンプ ウェ イ 9 は 、 車 両 甲板 5 の 先端 部 に 設け られ た 船首 ラン プ ヒ ンジ 部 9 а 
に 回 動 可 能 に 接続 され て いる 。 

次 に 、 こ の 船舶 1 を 使用 し た 水陸 両用 車 2 0 の 搬送 方 法 を 説明 する 。 以 下 
の 説明 で は 、 岸 Q に 待機 し た 水陸 両用 車 2 0 を 活動 水域 まで 搬送 する 場合 
例示 し て 説明 する 。 

まず 、 図 1 に 示す よう に 、 有 船舶 1 を 水陸 両用 車 2 0 が 待機 する 岸 Q に 接岸 
させ 、 船 首 2 側 の 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 を 船首 ラン プ ヒ ンジ 部 a 周り に 前 方 
に 転倒 させ る よう に し て 岸 Q に 架け 渡す 。 そ し て 、 船 首 ラ ンプ ウェ イ 9 を 介 

て 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 岸 Q か ら 車 両 甲 板 5 へ 自 走 で 移動 させ て 車両 甲板 5 
に 水陸 両用 車 2 0 を 塔 載 す る 。 水 陸 両 用 車 2 0 の 搭載 を 終え た ら 岸 Q に 架け 
渡し て いた 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 を 船首 ラン プ ヒ ンジ 部 9 a 周り に 後方 に 回 動 
させ て 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 を 折り 畳ん だ 状態 に する 。 

そし て 、 船 舶 1 に よっ て 水陸 両用 車 2 0 を 活動 水域 まで 搬送 する 。 活動 水 
域 に 到着 し た ら 、 船 舶 1 を 停 船 さ せ 、 車 両 甲 板 5 に 搭載 され て いる 水陸 両用 
车 2 0 を 船尾 3 方向 に 自 走 で 移動 させ 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 傾斜 甲板 6 を 下 ら 
せる よう に 走行 ある い は 滑走 させ て 水上 に 発進 させ る 

この よう に 船舶 1 に よれ ば 、 比 較 的 単純 な 構成 で あり な が ら 、 水 陸 両 用 車 
20 を 車両 甲板 5 か ら 水 上 へ 発進 させ る こと が 可能 に な る 。 また 、 水 陸 両 用 
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车 2 0 を 傾斜 甲板 6 を 下 ら せ る よう に 走行 ある い は 滑走 させ て 水陸 両用 車 2 
0 を 水上 に 発進 させ る こと で 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 水上 に 迅速 に 発進 する こと 
が 可能 と な る 。 Chi, 複数 の 水陸 両用 車 2 0 を 短 時 間 で 発進 させ る 場合 に 
は 、 特 に 有用 で ある 。 また 、 和 船尾 3 側 に 傾斜 甲板 6 を 設け る こと で 、 有 船首 3 
側 か ら 車 両 甲 板 5 に 打ち 込ん で きた 海水 を 後部 の 傾斜 甲板 6 か ら 排 出す る こ 
と が で きる よう に な る の で 海水 の 水はけ が 非常 に よく な る 。 

さら に 、 水 陸 両 用 車 2 0 の 重量 は 、 例 えば 、20~30 tt 程度 と 非常 に 大 
きい の で 、 図 8 に 示す よう に 、 水 陸 両 用 車 2 0 の 重量 に 耐え 得る 長い ラン プ 
ウェ イ 7 を 設け る こと は 困難 で ある が 、 船 舶 1 の 傾斜 甲板 6 は 船体 の 一 部 と 
し て 形成 で きる の で 、 水 陸 両 用 車 の 重量 に 耐え 得る 強度 を 比較 的 単純 な 構成 
で 確保 する こと が で きる 。 

また 、 船 舶 1 の 傾斜 甲板 6 が 要する スペ ー ス は 、 図 9 に 示す よう な 、 車 両 
甲板 5 の 船尾 3 側 に ドッ ク 甲 板 3 0 と 、 車 両 甲板 5 と ドッ ク 甲 板 3 1 Ce 
ぐ 走 路 3 1 と を 設け る 場合 に 要する スペ ー ス に 比 し て 非常 に 小さ い 。 そ れ 故 
、 船 体 の サイ ズ が 同じ で あれ ば 、 船 舶 1 は 図 9 に 示す 船舶 1Y よ り も 水陸 両 
用 车 2 2 0 を 塔 載 す る 車両 甲板 5 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 

また 、 船 舶 1 は 船首 2 側 に 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 を 備え て いる の で 、 他 の 荷 
役 設備 を 使用 する こと な く 、 船 舶 1 の み で 水陸 両用 車 2 0 を 岸 Q と 車両 甲板 
5 と の 間 を 移動 させ る こと が 可能 に な る 。 そ れ 故 、 水 陸 両 用 車 2 0 の 岸 Q と 
活動 水域 と の 間 の 搬送 を 行なう 船舶 と し て 非常 に 汎用 性 が 高い 。 

本 発明 で は 、 図 1 て 3 に 示し た 第 1 の 実施 の 形態 の 船舶 1 の よう に 短い 傾 
斜 甲板 を 設け る こと で 車両 甲板 5 の スペ ー ス を 広く 確保 する 構成 に し て いる 
が 、 図 4 に 示す 第 2 の 実施 の 形態 の 船舶 1 A の よう な 構成 に する こと も で き 
る 。 

船舶 1 A で は 、 傾斜 角度 の 1 が 小さ い 傾 斜 甲板 6 を 船長 方 向 に 長く 延 在 さ 
せる こと に より 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a の 水面 か ら の 高 さ HH を 低く し て い 
る 。 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 の 1 を 例え ば 、 0 度 よ り 大 きく 、 か つ 、5 度 より 
小さ い 範囲 に する と 航行 中 に 傾斜 甲板 6 に 水陸 両用 車 2 0 を 塔 載 する こと が 
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可能 に な る の で 、 傾 斜 甲板 6 を 車両 甲板 5 の よう に 利用 する こと が で きる 。 
この こと に より 、 傾 斜 甲板 6 と 車両 甲板 5 と に 多く の 水陸 両用 車 2 0 を 塔 載 
する こと が 可能 に な る 。 この 実施 の 形態 の よう に 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 搭載 可 
能 な 程度 に 傾斜 角度 9 1 が 小さ い 傾斜 甲板 6 を 設け る 構成 は 、 車 両 甲 板 5 の 
乾 航 を 低く で きる 場合 や 船長 が 長い 場合 に 有用 で ある 。 

次 に 、 本 発明 に 係る 第 3 の 実施 の 形態 の 船舶 1 B と 、 こ の 船舶 1 B を 使用 
し た 搬送 方 法 を 、 図 5 を 参照 し な が ら 説 明 す る 。 

船舶 1 B は 、 図 1 3 に 示し た 第 1 の 実施 の 形態 の 船舶 1 の 傾斜 甲板 6 の 
後 端 部 6 a に 、 さ ら に ラン プ ウ ェ イ 7 を 備え て いる 。 その他 の 構成 は 船舶 1 
と 同じ で ある 。 

図 5 に 示す よう に 、 船 舶 1 B の 傾斜 甲板 6 の 後 端 部 6 а (船尾 端 部 3 a) 
に は ラン プ ヒ ンジ 部 7 a が 設け られ て お り 、 こ の ラン プ ヒ ンジ 部 7 a に ラン 
プ ウ ェ イ 7 が 回 動 可能 に 接続 され て いる 。 そ し て 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を ラン プ 
ヒン ジ 部 7 a 周 り に 後方 に 転倒 させ る こと で 、 傾 斜 甲板 6 の 後方 に ラン プ ウ 
ェ イ 7 を 延 在 配置 で きる 構成 に な っ て いる 。 

この 実施 の 形態 の 船舶 1 B の よう に 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a に ラン プ ウ 
ェ イ 7 を 備え た 構成 に する と 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を 水中 まで 延 在 す る よう に 配 
置 する こと で 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 水上 か ら ラ ンプ ウェ イ 7 お よび 傾斜 甲板 6 
を 上 ら せ る よう に し て 車両 甲板 5 に 揚 収 する こと も 可能 に な る 。 

つま り 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a に ラン プ ウ ェ イ 7 を 備え た 構成 に する と 
、 活 動 水域 で 活動 を 終え た 水陸 両用 車 2 0 を 水上 か ら 車 両 甲板 5 に 揚 収 し 、 
岡 舶 1B に よっ て 水陸 両用 車 2 0 を 活動 水域 か ら 岸 Q ま で 搬送 する こと も 可 
能 に な る 。 それ 故 、 水陸 両用 車 2 0 の 岸 Q と 活動 水域 と の 間 の 搬送 を 行なう 
毅 舶 と し て より 汎用 性 が 高く な る 。 

また 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a に ラン プ ウ ェ イ 7 を 備え た 構成 に する と 、 
水陸 両用 車 2 0 を 水上 に 発進 させ る と き に お いて は 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を ラン 
プ ヒ ンジ 部 7 a 周り に 後方 に 転倒 させ て 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を 水中 まで 延 在 す 
る よう に 配置 する こと で 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 傾斜 甲板 6 の 後方 に 延 在 する ラ 
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ンプ ウェ イ 7 上 を 水上 に 浮か ぶ 寸 前 まで 走行 ある い は 滑走 する こと が で きる 
の で 、 水 陸 両 用 車 2 0 が 水上 に 進入 する 際 に 生じ る 振動 や 衝撃 を 低減 する こ 
と が で き 、 よ り ス ムー ズ に 水陸 両用 車 2 0 を 発進 させ る こと が 可能 に な る 。 

な お 、 船 舶 1 B で は 、 傾 斜 甲板 6 を 備え る こと で 傾斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a 
の 水面 か ら の 高 さ H を 車両 甲板 5 の 高 さ 位置 より も 低く で きる の で 、 水 陸 両 
用 車 2 0 を 水上 か ら 車 両 甲板 5 に 揚 収 する こと が 可能 な 構成 に する 場合 に お 
いて も 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a に 設け る ラン プ ウ ェ イ 7 は 短い も の で 構わ 
な い 。 

具体 的 に は 、 図 5 に 示す ラン プ ウ ェ イ 7 の 船長 方 向 の 長 さ L 3 は 、 例 えば 
、 6 m 以 上 で 、 か つ 、 9 m 以 下 に する と よい 。 ラ ンプ ウェ イ 7 の 船長 方 向 の 
長 さ L 3 が 6 m 以 上 で 、 か つ 、 9 m 以 下 で あれ ば 、 ラ ンプ ウェ イ 7 が 水陸 両 
用 车 2 0 の 重量 に も 十分 耐え 得る 構成 と な る 。 

水陸 両用 車 2 0 を 揚 収 可能 に する 場合 に は 、 水 陸 両 用 車 2 0 の 浮遊 時 の 喫 
水 を 考慮 し て 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を 水中 まで 延 在 す る よう に 配置 し た と き に 、 
水上 に 浮遊 し た 状態 の 水陸 両用 車 2 0 の タイ ヤ (履帯 ) が ラン プ ウ ェ イ 7 の 
先端 部 7 b に 乗り 上 げ る こと が で きる 高 さ 、 具 体 的 に は 、 ラ ンプ ウェ イ 7 の 
先端 部 b の 水面 か ら の 深 さ D が 水深 0mー2m 程 度 の 位置 に な る よう に ラ 
ンプ ウェ イ 7 を 構成 する と よい 。 ラ ンプ ウェ イ 7 の 先端 部 b が 水深 0 m 一 
2 m 程 度 の 位置 に あれ ば 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 水上 か ら ラ ンプ ウェ イ 7 お よび 
傾斜 甲板 6 を 上 ら せ る よう に し て 車両 甲板 5 に 揚 収 する こと が 可能 に な る 。 

また 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 揚 収 可能 に する 場合 に は 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾 
斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 と ラン プ ウ ェ イ 7 の 水平 に 対す る 傾斜 角度 9 2 と を 
それ ぞ れ 0 度 よ り 大 きく 、 か つ 、 4 0 度 以 下 、 好 まし く は 、 0 度 よ り 大 きく 
、 か つ 、 2 0 度 以 下 、 よ り 好 まし く は 1 0 度 以上 で 、 か つ 、 2 0 度 以下 に す 
る と よい 。 

傾斜 角度 の 6 1 と 傾斜 角度 9 2 と を それ ぞ れ 0 度 よ り 大 きく 、 か つ 、4 0 度 
以下 に すれ ば 、 自 走 に より も し く は ウイ ンチ 等 の 設備 を 用 いる こと に より 、 
水陸 両用 車 2 0 を 揚 収 する こと が で きる 構成 と な る 。 さ ら に 、 傾 斜 角 度 @ 1 
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と 傾斜 角度 6 2 と を それ ぞ れ 0 度 よ り 大 きく 、 か つ 、 2 0 度 以下 に すれ ば 、 
水陸 両用 車 2 0 が 自 走 で 揚 収 で きる 構成 と な る 。 よ り 詳 し く は 、 上 記 の 範囲 
に すれ ば 、 ラ ンプ ウェ イ 7 に 水陸 両用 車 2 0 の タイ ヤ (履帯 ) より 先 に 車体 
が 衝突 する こと を 防ぐ こと が で きる 。 ま た 、 船 舶 1 B の 動揺 等 の 影響 を 受け 
た 場合 に も 、 水 陸 両 用 車 2 0 が スリ ッ プ な ど を せ ず に ラン プ ウ ェ イ 7 と 傾斜 
甲板 6 を 上 る こと が で きる 構成 と な る 。 さ ら に 、 傾 斜 角度 9 1 と 傾斜 角度 6 
2 と を それ ぞ れ 1 0O 度 以上 で 、 か つ 、 2 0 度 以下 に すれ ば 、 水 陸 両 用 車 2 0 
を 自 走 で 揚 収 す る こと が で きる 構成 で あり な が ら 、 で きる だ け 傾 斜 角度 を 大 
きく で きる の で 、 車 両 甲板 5 の スペ ー ス を 大 きく 確保 する こと が で きる 。 ラ 
ンプ ウェ イ 7 の 長 さ L 3 は 強度 を 考慮 する と で きる だ け 短 くす る こと が 望ま 
し い の で 、 傾斜 角度 9 2 は より 好ま し く は 、 1 5 度 以 上 で あり 、 か つ 、2 0 
度 以下 に する と よい 。 

水陸 両用 車 2 0 を 発進 ある い は 揚 収 す る と き に は 、 車 両 甲 板 5 に 対す る 傾 
斜 甲板 6 の 傾斜 角度 6 1 と ラン プ ウ ェ イ 7 の 水平 に 対す る 傾斜 角度 6 2 は 同 
じ 角 度 に 設定 し て も よい し 、 異 な る 角度 に 設定 し て も よい 。 傾斜 角度 の 1 と 
傾斜 角度 6 2 を 同じ に し て 傾斜 甲板 6 と ラン プ ウ ェ イ 7 と を 平行 な 状態 に す 
れ ば 、 発 進 お よび 揚 収 す る と き に 水陸 両用 車 2 0 は 傾斜 甲板 6 と ラン プ ウ ェ 
イ 7 と の 間 を スム ー ズ に 通過 する こと が で きる 。 

傾斜 角度 9 1 が 、 例 えば 、 1 5 度 以 下 と 小さ い 場 合 に は 、 傾 斜 角度 の 1 に 
対し て 傾斜 角度 9 2 を 大 きく する と よい 。 傾斜 角度 の 9 1 に 対し て 傾斜 角度 6 
2 を 大 きく する と 、 傾斜 角度 9 1 と 傾斜 角度 の 9 2 を 同じ 角度 に 設定 し た 場合 
に 比べ て 、 よ り 短い ラン プ ウ ェ イ 7 で 水陸 両用 車 2 0 を 揚 収 する こと が 可能 
に な る 。 

次 に 、 本 発明 に 係る 第 4 の 実施 の 形態 の 船舶 1C と 、 こ の 船舶 1C を 使用 
し た 搬送 方 法 を 図 6 一 図 8 を 参照 し な が ら 説 明 す る 。 

船舶 1 て は 、 車 両 甲板 5 と 傾斜 甲板 6 と を 備え て いる 点 で は 、 上 記 に 示し 
た 実施 の 形態 の 船舶 1 や 船舶 1 A、 船 舶 1B と 同じ で ある 。 た だ し 、 船 舶 1 
C は 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 を 変更 可能 な 傾動 機構 
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8 を 備え 、 こ の 傾動 機構 8 に よっ て 車両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角 
度 の 1 を 変化 させ る こと が で きる 構成 に な っ て いる 。 

具体 的 に は 、 こ の 実施 の 形態 で は 、 車 両 甲 板 5 の 後 端 部 5 a に 甲板 ヒン ジ 
部 6 b が 設け られ て お り 、 こ の 甲板 ヒン ジ 部 6 b に 傾斜 甲板 6 が 回 動 可 能 に 
接続 され て いる 。 そ し て 、 傾 斜 甲板 6 を 傾動 機構 8 に よっ て 甲板 ヒン ジ 部 6 
b 周り に 回 動 さ せる こと で 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 
を 0 度 以上 で 、 か つ 、 4 0 度 以 下 の 範囲 で 変化 させ る こと が で きる 構成 に な 
っ て いる 。 

より 具体 的 に は 、 こ の 実施 の 形態 の 傾動 機構 8 は 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 
a の 下方 に 接続 され た 可動 板 8 a と 、 こ の 可動 板 8 a の 突出 長 さ を 変更 する 
油圧 シリ ンダ 8 b と で 構成 され て いる 。 そ し て 、 可 動 板 8 a の 突出 長 さ を 油 
圧 シ リン ダ 8 b に よっ て 変化 させ て 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 後 端 
部 6 a の 高 さ H を 変化 させ る こと に より 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 
傾斜 角度 の 6 1 を 変化 させ る 構成 と な っ て いる 。 

この 実施 の 形態 で は 、 さ ら に 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a に ラン プ ヒ ンジ ョ 
7 a が 設け られ て お り 、 ラ ンプ ヒン ジ 部 7 a に ラン プ ウ ェ イ 7 が 回 動 可能 に 
接続 され て いる 。 即ち 、 傾 動機 構 8 に よっ て 傾斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a と 同様 
に ラン プ ヒ ンジ 部 7 a の 位置 も 変化 する 構成 に な っ て いる 。 

ЕТ C の 車両 甲板 5 と 傾斜 甲板 6 と は 船体 内 に 配置 され て お り 、 船 首 2 
側 に は 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 が 設け られ て いる 。 こ の 実施 の 形態 の 船首 ラン プ 
ウェ イ 9 は 、 船 舶 1 C の 船首 外 板 の 一 部 を 構成 し て お り 、 航 行 中 に は 閉じ た 
状態 に する こと で 船首 外 板 と し て 機能 する 。 船 舶 1C は さら に 、 船 体内 に バ 
ラス トタン ク 1 0 と バラ スト タン ク 1 0 の 水量 を 制御 する バラ スト 制御 装置 
1 1 と を 備え て いる 。 

次 に 、 こ の 船舶 1C を 使用 し た 水陸 両用 車 2 0 の 搬送 方 法 を 説明 する 。 以 
下 の 説 明 で は 、 岸 Q に 待機 し た 水陸 両用 車 2 0 を 活動 水域 まで 搬送 する 場合 
と 活動 水域 に 待機 し た 水陸 両用 車 2 0 を 岸 Q ま で 搬送 する 場合 を 例示 し て 説 
明 す る 。 
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まず 、 図 6 に 示す よう に 、 船 舶 1C を 水陸 両用 車 2 0 が 待機 する 岸 Q に 接 
岸 さ せ 、 船 首 2 側 の 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 を 船首 ラン プ ヒ ンジ 部 9 a 周り に 前 
方 に 転倒 させ る よう に し て 岸 Q に 架け 渡す 。 そ し て 、 船 首 ラ ンプ ウェ イ 9 を 
介し て 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 岸 Q か ら 車 両 甲板 5 へ 移動 させ て 車両 甲板 5 に 水 
陸 両 用 車 2 0 を 塔 載 する 。 こ の 際 、 傾 斜 甲板 6 の 車両 甲板 5 に 対す る 傾斜 角 
度 の 9 1 を 0 度 に し て 傾斜 甲板 6 を 車両 甲板 5 と 平行 に する こと で 、 車両 甲板 
5 と 同様 に 、 傾 斜 甲板 6 に も 水陸 両用 車 2 0 を 塔 載 す る 。 傾斜 甲板 6 の 後 端 
部 6 a に 設け られ た ラン プ ウ ェ イ 7 は 閉じ た 状態 に し て お く 。 

水陸 両用 車 2 0 の 搭載 を 終え た ら 岸 Q に 架け 渡し て いた 船首 ラン プ ウ ェ イ 
9 を 船首 ラン プ ヒ ンジ 部 9 a 周り に 後方 に 回 動 さ せ て 船首 ラン プ ウ ェ イ 9 に 
よっ て 船首 外 板 を 閉じ た 状態 に する 。 そ し て 、 有 船舶 1C に よっ て 水陸 両用 車 
20 を 活動 水域 まで 搬送 する 。 

活動 水域 に 到着 し た ら 、 船 舶 1C を 停 船 さ せ 、 バ ラス ト 制 御 装置 1 1 に よ 
っ て バラ スト タン ク 1 0 内 の バラ スト 水 BW の 水量 を 増加 させ る こと に より 
、 船 舶 1C の 喫水 を 深く する 。 次 に 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を ラン プ ヒ ンジ 部 7 a 
周り に 後方 に 転倒 させ る よう に し て ラン プ ウ ェ イ 7 を 開い た 状態 、 即 ち 、 ラ 
ンプ ウェ イ 7 を 傾斜 甲板 6 と ほぼ 平行 な 状態 に する 。 そ し て 、 図 7 に 示す よ 
うに 、 傾 動機 構 8 に よっ て 、 車 両 甲板 5 に 対し て 傾斜 甲板 6 を 下方 に 傾斜 さ 
せ て 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を 水中 まで 延 在 す る よう に 配置 し 、 車 両 甲 板 5 に 対す 
る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 と ラン プ ウ ェ イ 7 の 水平 に 対す る 傾斜 角度 9 2 
と を それ ぞ れ 適宜 設定 する 。 

そし て 、 傾 斜 甲板 6 に 搭載 され て いる 水陸 両用 車 2 0 を 傾斜 甲板 6 と ラン 
プ ウ ェ イ 7 と を 下 ら せ る よう に 走行 ある い は 滑走 させ て 水上 に 発進 させ る 。 
その 後 、 車 両 甲 板 5 に 搭載 され て いる 水陸 両用 車 2 を 随時 船尾 3 方 向 に 自 
走 で 移動 させ 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 傾斜 甲板 6 と ラン プ ウ ェ イ 7 と を 下 ら せ る 
よう に 走行 ある い は 滑走 させ て 水上 に 発進 させ る 。 

水陸 両用 車 2 0 を 揚 収 す る 場合 に は 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 発進 させ る と き と 
同様 に 、 バ ラス ト 制 御 装 置 11 に よっ て バラ スト タン ク 内 1 0 の バラ スト 水 
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B W の 水量 を 増加 させ る こと に より 、 船 舶 1C の 喫水 を 深く する 。 そ し て 、 
車両 甲板 5 に 対し て 傾斜 甲板 6 を 下方 に 傾斜 させ て 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を 水中 
まで 延 在 す る よう に 配置 し た 状態 で 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 水上 か ら ラ ンプ ウェ 
イ 7 と 傾斜 甲板 6 と を 上 ら せ る よう に し て 車両 甲板 5 (傾斜 甲板 4 ) に 揚 収 
する 。 

水陸 両用 車 2 0 の 揚 収 が 終え た 後に は 、 バ ラス ト 制 御 装 置 1 1 に よっ て バ 
ラス トタン ク 1 0 内 の バラ スト 水 BW の 水量 を 航行 に 適し た 水量 に 調整 する 
。 そ し て 、 船 舶 1C に よっ て 水陸 両用 車 2 0 を 活動 水域 か ら 岸 Q ま で 搬送 し 
ンプ ウェ イ 9 に よっ て 水陸 両用 車 2 0 を 車両 甲板 5 か ら 岸 Q に 自 走 


この よう に 、 有 船舶 1 C で は 、 車 両 甲板 5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 
1 を 変更 可能 な 傾動 機構 8 を 備え て お り 、 こ の 傾動 機構 8 に よっ て 車両 甲板 
5 に 対す る 傾斜 甲板 6 の 傾斜 角度 9 1 を 変化 する こと が で きる の で 、 水 陸 両 
用 車 2 0 を 発進 お よび また は 揚 収 す る と き に の み 、 車 両 甲板 5 に 対し て 傾 
斜 甲板 6 を 下方 に 傾斜 させ る こと が で きる 。 

つま り 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 発進 お よび また は 揚 収 する と き 以 外 に は 、 傾 
斜 甲板 6 の 車両 甲板 5 に 対す る 傾斜 角度 9 1 を 0 度 に し て 傾斜 甲板 6 を 車両 
甲板 5 と 平行 に する こと で 、 傾 斜 甲板 6 に も 水陸 両用 車 2 0 を 塔 載 する こと 
が 可能 に な る 。 即 ち 、 傾 斜 甲板 6 を 車両 甲板 5 の 一 部 と し て 有効 に 活用 する 
こと で 、 水 陸 両 用 車 2 0 の 搭載 台数 を 増やす こと が で きる 。 

また 、 こ の 実施 の 形態 で は 、 水 陸 両 用 車 2 0 を 車両 甲板 5 か ら 水上 に 発進 
させ る と き お よび また は 水陸 両用 車 2 0 を 水上 か ら 車 両 甲板 5 に 揚 収 する 
と き に 、 船 舶 1C の バラ スト 水 BW の 水量 を 増加 させ て 船舶 1 B の 喫水 を 深 
くす る こと で 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a の 水面 か ら の 高 さ を さら に 低く する 
こと が で きる の で 、 水 陸 両 用 車 2 0 を より スム ー ズ に 発進 お よび また は 揚 
収 す る こと が で きる 。 こ の 実施 の 形態 の よう に 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a に 
ラン プ ウ ェ イ 7 を 設け る 場合 に は 、 ラ ンプ ウェ イ 7 の 長 さ を より 短く する こ 
と が で きる 。 
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[0085] 


[0086] 


[0087] 


[0088] 


また 、 船 尾 3 側 の バラ スト 水 BW を 増やす 、 あ る い は 、 船首 2 側 の バラ ス 
ト 水 BW を 減少 させ る 、 あ る い は 、 両 方 を 行ない 、 船 舶 1C の 船尾 3 側 を 沈 
ませ る こと で 、 傾 斜 甲板 6 の 後 端 部 6 a の 水面 か ら の 高 さ を 低く する こと も 
で きる 。 こ の 場合 に は 、 傾 斜 甲板 6 の 傾斜 を 増す こと も で きる の で 、 水 陸 両 
用 車 2 0 を 後 側 に 滑り 下ろ し 易く な る 。 

な お 、 傾動 機構 8 の 構成 は 、 上 記 で 示し た 実施 の 形態 に 限定 され ず 、 例 え 
ば 、 甲 板 ヒ ンジ 部 6 b を 回 転 油 正 シリ ンダ や 油圧 モー タ で 構成 し 、 甲 板 ヒ ン 
ジ 部 6 b に よっ て 傾斜 甲板 6 を 直接 傾動 させ る 構成 に する こと も で きる 。 ま 
た 、 駆 動力 は 油圧 に 限ら ず 、 空 圧 や 電動 な ど に する こと も で きる 。 ま た 、 例 
えば 、 傾 斜 甲板 6 を チェ ー ン や ワイ ヤー で 吊り 下げ る よう に し て 保持 し 、 チ 
ェ ー ン や ワイ ヤー の 長 さ を 変更 する こと に よっ て 、 傾 斜 甲板 6 を させ る 構成 
に する こと も で きる 。 ラ ンプ ウェ イ 7 に お いて も 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を チェ ー 
ン や ワイ ヤー で 吊り 下げ る よう に し て 保持 し 、 チ ェ ー ン や ワイ ヤー の 長 さ を 
変更 する こと に よっ て 、 ラ ンプ ウェ イ 7 を 回 動 さ せる 構成 に する こと も で き 
る 。 

また 、 傾 斜 甲板 6、 ラ ンプ ウェ イ 7 の 車両 甲板 5 に 対す る 傾斜 角度 9 1 、 
9 2 の 大 き さ の 条件 に よる それ ぞ れ の 作用 効果 は 、 傾 斜 角度 1 を 変更 で き 
る 場合 (船舶 1C) に お いて も 、 傾 斜 角 度 の 1 が 固定 され て いる 場合 (船舶 
1、1A、1B) と 同様 で ある 。 
符号 の 説明 
1、1A、1B、1C 船舶 
1X、1Y (比較 対象 の ) 船舶 
2 船首 
3 船尾 
За 船尾 端 部 
4 上 甲板 
5 車両 甲板 
5a 車両 甲板 の 後 端 部 
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6 傾斜 甲板 

6a 傾斜 甲板 の 後 端 部 

6b 甲板 ヒン ジ 部 

7 (傾斜 甲板 の 後 端 部 の ) ラン プ ウ ェ イ 
7a ラン プ ヒ ンジ 部 

8 傾動 機構 

8a 可動 板 

8b 油圧 シリ ンダ 

9 船首 ラン プ ウ ェ イ 

да 船首 ラン プ ヒ ンジ 音 

10 バラ スト タン ク 

1 1 バラ スト 制御 装置 

20 水陸 両用 車 

30 ドッ ク 甲 板 

31 (車両 甲板 と ドッ ク 甲 板 と を 繋ぐ ) 走路 
Q 岸 

BW バラ スト 水 

WL 水面 位置 

DWL 計画 満載 喫水 線 

LPP 垂直 間 長 さ 
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[请 求 项 1] 


[请 求 项 2] 


[请 求 项 3] 


[请 求 项 4] 


[请 求 项 5] 


[請求 項 6] 


[請求 項 7」 


請求 の 範囲 

水陸 両用 車 を 活動 水域 へ 搬送 する 船舶 で あっ て 、 

前 記 水 陸 両 用 車 を 塔 載 する 車両 甲板 と 、 船 幅 方 向 に 関し て は 一 部 又 
は 全部 と な る 、 前 記 車 両 甲板 の 後 端 部 か ら 船 尾 端 部 に か け て 下方 に 傾 
斜 す る 傾斜 甲板 と を 備え て いる こと を 特徴 と する 船舶 。 

前 記 傾斜 甲板 の 後 端 部 に ラン プ ウ ェ イ を 備え て いる こと を 特徴 と す 
る 請求 項 1 に 記載 の 船舶 。 

船首 側 に 船首 ラン プ ウ ェ イ を 備え て いる こと を 特徴 と する 請求 項 1 
また は 2 に 記載 の 船舶 。 

前 記 車 両 甲 板 に 対す る 前 記 傾 斜 甲板 の 傾斜 角度 が 、 1 0 度 以上 で 、 
DD, 2 0 度 以 下 に 固定 され て いる こと を 特徴 と する 請求 項 1 一 3 の 
いずれ か 1 項 に 記載 の 船舶 。 

前 記 車両 甲板 に 対す る 前 記 傾 斜 甲板 の 傾斜 角度 を 変更 可能 な 傾動 機 
構 を 備え て お り 、 こ の 傾動 機構 に よっ て 前 記 車 両 甲 板 に 対す る 前 記 傾 
斜 甲板 の 傾斜 角度 が 0 度 以上 で あり 、 か つ 、 4 0 度 以下 の 範囲 で 変化 
する よう に 構成 され て いる こと を 特徴 と する 請求 項 1 一 3 の いずれ か 
1 項 に 記載 の 船舶 。 

水陸 両用 車 を 活動 水域 へ 搬送 する 搬送 方 法 で あっ て 、 

前 記 水陸 両用 車 を 塔 載 する 車両 甲板 の 船尾 側 に 設け た 、 前 記 車 両 甲 
板 の 後 端 部 か ら 船 尾 端 部 に か け て 下方 に 傾斜 する 傾斜 甲板 か ら 、 前 記 
水陸 両用 車 を 水上 に 下 ら せ て 発進 させ る こと を 特徴 と する 船舶 を 使用 
し た 搬送 方 法 。 

前 記 傾斜 甲板 の 後 端 部 に 前 記 傾斜 甲板 に 接続 する ラン プ ウ ェ イ を 設 
け 、 

前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 車 両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ る と き に は 、 前 
記 ラ ンプ ウェ イ を 水中 まで 延 在 す る よう に 配置 し 、 前 記 水陸 両用 車 を 
前 記 傾 斜 甲板 と 前 記 ラ ンプ ウェ イ を 下 ら せ て 水上 に 発進 させ 、 

前 記 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 前 記 車 両 甲板 に 揚 収 する と き に は 、 前 記 
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[请 求 项 8] 


[請求 項 9] 


船尾 ラン プ ウ ェ イ を 水中 まで 延 在 す る よう に 配置 し 、 前 記 水 陸 両 用 車 
を 前 記 ラ ンプ ウェ イ と 前 記 傾 斜 甲板 を 上 ら せ て 前 記 車 両 甲 板 に 揚 収 す 
る こと を 特徴 と する 請求 項 6 に 記載 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 。 

前 記 水陸 両用 車 を 岸 か ら 前 記 車 両 甲 板 に 収容 する と き お よび また 
は 前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 車 両 甲 板 か ら 岸 に 揚陸 する と き に 、 船 首 側 に 
設け た 船首 ラン プ ウ ェ イ を 岸 に 渡し て 前 記 水 陸 両 用 車 を 移動 させ る こ 
と を 特徴 と する 請求 項 6 また は 7 に 記載 の 船舶 を 使用 し た 搬送 方 法 。 

前 記 水 陸 両 用 車 を 前 記 車 両 甲板 か ら 水 上 に 発進 させ る と き お よび 
また は 前 記 水 陸 両 用 車 を 水上 か ら 前 記 車 両 甲 板 に 揚 収 す る と き に 、 前 
記 船 舶 の バラ スト 水 の 水 量 を 増加 させ る こと に より 、 前 記 船 舶 の 喫水 
を 深く する こと を 特徴 と する 請求 項 6 8 の いずれ か 1 項 に 記載 の 船 
舶 を 使用 し た 搬送 方 法 。 
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